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(57)【要約】
　本発明は、好ましくは接着剤、シリコーン材料によって生成された、化粧品用途または
パーソナルケアための活性分子または製薬用途ための薬剤的または生物学的活性分子を放
出するシリコーン材料、好ましくは接着材料に関し、取り込まれる分子および適合剤があ
り、活性分子が可溶性であり、該適合剤が、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イ
ソプロピル、イソノナン酸イソノニル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、分枝鎖の
パラフィン、有機官能性シリコーン、あるいは４、５、６または７Ｄシロキシル単位の環
状鎖からなるシリコーンオイルから選択される。本発明はまたそうした材料を取り込むか
、材料からなる物にも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤、シリコーン材料で好ましくは形成され、化粧品もしくはパーソナルケアで使用
のための活性分子、または製薬用途ための薬剤的または生物学的活性分子を放出するため
のシリコーン材料、好ましくは接着材料であって、
　該シリコーン材料のシリコーン成分と混和性である取り込まれた該分子および適合剤が
あり、そして該活性分子が可溶性であり、
　該適合剤がミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソ
ノニル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、分枝パラフィン、有機官能性シリコーン
、あるいは次式の４、５、６または７Ｄシロキシル単位の環状鎖からなるシリコーンオイ
ルから選択される：
　（Ｒ）２ＳｉＯ２／２

　ここで、同一であるか又は相違する記号Ｒは、それぞれが直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ

６アルキル基、好ましくはメチルまたはアリールまたは６～８炭素原子を有するアルキル
アリール基、好ましくはフェニルを表す。
【請求項２】
　該適合剤の含有量が、該全組成物に対して表して、５～５０重量％、好ましくは１０～
３０重量％である請求項１に記載の材料。
【請求項３】
　可溶化された活性材料の濃度が、該適合剤の不存在下で可溶化することが可能な最大濃
度より少なくとも１．５倍、好ましくは少なくとも２倍、さらによくは少なくとも２．５
または３倍多い請求項１または請求項２のいずれか一項に記載の材料。
【請求項４】
　活性分子が、該可溶化されたおよび分散した状態で存在するように、取り込まれた該活
性分子の量が、該適合剤の可溶化最大容量を超える請求項１～３のいずれか一項に記載の
材料。
【請求項５】
　該活性分子および適合剤の全含有量が、該全組成物の重量で７５％まで、好ましくは５
０％までである請求項１～４のいずれか一項に記載の材料。
【請求項６】
　該シリコーン材料中に可溶化された該活性分子の濃度が、該材料の全重量に基づく重量
で５、１０、１５、２０、２５または３０％以上である請求項１～５のいずれか一項に記
載の材料。
【請求項７】
　該全活性分子含有量が、該材料の全重量に基づく重量で５～６０％、好ましくは１０～
５０％、あるいは１０～３０％である請求項１～６のいずれか一項に記載の材料。
【請求項８】
　該シリコーン材料が、ヒドロシリル化触媒の存在下で、アルケニルシロキシ単位を有す
るポリ有機シロキサンと、水素化シロキシ単位を有するポリ有機シロキサンとの間のヒド
ロシリル化反応によって得られる請求項１～７のいずれか一項に記載の材料。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の材料が、ゲルまたはエラストマー形である。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の材料を含む品物。
【請求項１１】
　該品物が、靴への挿入品、膝当て、衣類、スポーツまたは身体の保護品、およびさらに
一般的に生き物、特に人間によって着用されることを目的とした任意の品物から選択され
る、または品物であることを特徴とする請求項１０に記載の品物。
【請求項１２】
　該活性分子が、メタノール、メチルジイソプロピルプロピオンアミドおよびそれらの混
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合物からなる群から選択される、請求項７に記載の材料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、そこに取り込まれる活性分子の放出を可能にするシリコーン材料に関する。
本発明は、特に製薬、化粧品およびパーソナルケア分野で使用されてもよい活性分子の放
出に関する。
【背景技術】
【０００２】
　製薬および化粧品分野において、これらの材料は、パッチ（ｐａｔｃｈ）として一般的
に公知であり、そして経皮的に活性分子を配達し、または皮膚疾患を処置するために、皮
膚に適用されることを目的とする。
【０００３】
　シリコーンパッチが記載された。これらの記載は、接着剤のフィルム、活性分子を取り
囲むシリコーンゲルによって形成されることを特定する。シリコーンゲルは、皮膚に刺激
的でない生体適合性接着剤である。
【０００４】
　仏国特許発明第２６１８３３７号明細書は、ラミネート加工したシリコーンエラストマ
ーフィルムと連携するシリコーンゲル層を含む包帯を記載する。ゲルおよびエラストマー
の処方は、重付加処方である。包帯は活性分子を含むことができる。
【０００５】
　仏国特許発明第２７３５０２４号明細書も、シリコーンパッチについて記載する。ゲル
は、理論的に０．０１～３０％の活性分子を含むことができる。しかし、含有量は、例中
では数パーセントに限られる。さらに、Ｓｉ（ＣＨ３）２－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｓｉ（ＣＨ

３）２－架橋を有するポリジメチルシロキサン単位からなるゲルは、この文献中の場合と
同様に、非常に限定された溶解力を有し、そしてこれが取り込むことができる活性分子の
含有量を必ず制限することは公知である。上部の請求項の範囲の含有量（２０％超または
１０％超さえ）は、実際には満足な状態下で得ることができない。この特許中に記載され
たゲルは、その名前が示すように、低拡散速度を有する活性分子の通過を促進することを
目的とする皮膚での移送促進剤も含むことができる。組織透過性を促進するために公知で
あるエチレングリコールモノエチルエーテル等の溶媒の存在可能性についても言及する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この分野は、活性分子を取り込むことの困難性を示す。効果的な適用のための充分な含
有量は、特に周囲温度で固体である活性分子またはシリコーンゲルの処方中で低溶解度を
有する活性分子の場合には、達成が困難であることが証明された。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって本発明の目的は、効果的および目的の用途に使用可能である含有量の活性分
子を取り込むことができる、すなわち材料が、目的の用途と適合する量の活性分子を取り
込むことができ、そして特に目的とする組織または皮膚との接触でこの活性分子を放出で
きるような、新材料を提案することである。
【０００８】
　さらに本発明の目的は、接着剤であるそうした材料を提供することである。
　したがって本発明は、好ましくは接着剤、シリコーン材料によって生成される化粧品用
途またはパーソナルケアための活性分子または製薬用途ための薬剤的または生物学的活性
分子を放出するシリコーン材料、好ましくは接着材料に関し、取り込まれた分子および適
合剤があり、該活性分子が可溶性であり、該適合剤が、ミリスチン酸イソプロピル、パル
ミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノニル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール
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、分枝鎖のパラフィン、有機官能性シリコーン、あるいは式の４、５、６または７Ｄシロ
キシル単位の環状鎖からなるシリコーンオイルから選択される：
　（Ｒ）２ＳｉＯ２／２

【０００９】
　ここで、同一であるかまたは異なる記号Ｒは、各々が直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ６ア
ルキル基、好ましくはメチルまたはアリールまたは６～８炭素原子を有するアルキルアリ
ール基、好ましくはフェニルを示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　“有機官能性シリコーン”の語は、いくつかのケイ素原子がポリエーテル、パラフィン
、エステル、アルコールなど等の（ポリジメチルシロキサンの場合はメチル基の代わりの
）有機基を有する、シリコーンオイル、好ましくはポリジメチルシロキサンをいい、これ
らの基の分布は、ランダムまたは統計的またはブロックまたはくし形の共重合体構造に相
当することができる。例は、ポリジメチルシロキサン／ポリエーテルくし形またはブロッ
ク共重合体タイプのコポリオールを含む。これらの有機官能性シリコーンは、シリコーン
材料中で可溶性であるものである。
【００１１】
　適合剤は、種々の役割を果たし、そして特定の特性を有する。それは、薬剤的にまたは
化粧品的に受け入れられており、すなわち、かなりの毒性を引き起こすことなく、皮膚と
の接触に使用可能である。実質的な比率で活性成分を溶解し、そして過去に放出されたよ
り多い量の活性材料を可能とする濃度勾配を生成することができる。実際、可溶化された
活性分子濃度は、この活性分子の動的な放出をコントロールする重要な役割を担う。適合
剤は、シリコーン材料のシリコーン成分と混和して、材料中に取り込まれる全量の活性成
分の最適な分散体を可能とする。それは、材料の形成の元である架橋結合反応とは干渉し
ない。とは言っても、材料の架橋結合後は、活性分子が材料を通ってそして超えて拡散し
、そして例えば、皮膚、組織、粘膜などとの接触によって配達することを可能にする。
【００１２】
　取り込まれる活性分子の量は、有利なことに、適合剤の可溶化最大容積を超えることが
でき、活性分子は、部分的に可溶化された状態中に、および（液体分散体、例えば液滴、
または固体分散体、例えばパウダー）中に部分的に分散した状態で存在する。濃度勾配は
材料を通して確立し、皮膚またはその同類のものと接触する区域に向かって、可溶化され
た部分が消費されるにつれて、分散した部分が徐々に可溶化されることは知られているこ
とである。分散した形は、活性分子の容器として作用する。
【００１３】
　したがって、本発明は、適合剤の使用により、およびさらに適当な場合、活性分子容器
の存在により、過去より多く配達可能である活性分子含有量の取り込みを可能にする。
【００１４】
　最大の濃度は、材料中および特に適合剤中での活性分子の溶解度の程度の関数として、
並びにこの試薬の含有量の関数として変化するであろう。
【００１５】
　適合剤含有量は、全組成物に対して、５～５０重量％、好ましくは１０～３０重量％で
あってもよい。
【００１６】
　可溶化された活性材料の濃度は、有利なことに、適合剤の不存在下で可溶化することが
できるであろう最大濃度の少なくとも１．５倍である。好ましくは少なくとも２倍超、そ
してさらによくは少なくとも２．５または３倍超である。適合剤含有量は、可溶化された
活性分子の量がこの規定に対応する数量に調整されてもよい。
【００１７】
　しかし、特定の事例では、本願中で下記に記載されるように、ポケットまたはその同類
のものの中に材料を入れることが、望ましいまたは有用であることが可能なことを知った
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上で、活性分子および適合剤の全含有量は、所望の機械的な特性を有するシリコーン材料
の架橋による形成を可能とする制限内に止まらなければならない。この全含有量は、全組
成物の７５重量％までであってもよい。さらに一般的には、全含有量は、５０重量％まで
であってもよい。
【００１８】
　シリコーン材料中に可溶化された活性分子の濃度が、材料の全重量に基づく５重量％以
上であってもよいことが明確にされてもよい。それは、材料（特に３５、４０または５０
重量％まで）の全重量に基づいて、好ましくは１０重量％以上、そしてまたさらに好まし
くは１５、２０、２５または３０重量％以上である。
【００１９】
　活性分子の全（可溶化されたおよび分散した）含有量は、材料の全重量に基づいて５～
６０％、好ましくは１０～４０または５０重量％、あるいは１０～３０重量％であっても
よい。
【００２０】
　活性成分は、適合剤と混合されてもよく、そして混合物が、シリコーン材料を生成する
組成物またはそれらのシリコーン成分の１つに導入されてもよい。
【００２１】
　変化形で、シリコーン材料および適合剤を生成する組成物を混合し、そして活性分子が
加えられ、そして混合される。
　明らかに、材料は、複数の活性分子を取り込んでもよい。
【００２２】
　適合剤中で可溶性である化粧品活性成分が、特に、抗酸化剤（ラジカル作用）、ビタミ
ン、保湿剤、アミノ酸、ポリ不飽和脂肪酸の豊富な植物油、植物ステロール、非けん化性
物、セラミド、ＵＶフィルター、植物抽出物、α－ヒドロキシ酸および有機顔料等の添加
物から選択されてもよい。
【００２３】
　本発明に従う材料中に潜在的に取り込まれることができる、適合剤中に可溶性の薬用活
性成分の例は、特に、抗細菌性剤、抗真菌剤、抗座瘡剤、鎮静剤および精神安定剤、抗不
安薬、ホルモン、男性ホルモンステロイド、エストロゲンステロイド、プロゲステロンス
テロイド、鎮痛剤、血糖降下剤、抗けいれん剤、βブロッカー、非ステロイド抗炎症剤、
抗骨粗しょう症剤、皮膚の漂白剤、血管拡張、抗高血圧、抗パーキンソン病、抗片頭痛剤
、抗癌剤およびビタミン等の栄養源摂取、必須アミノ酸および必須脂肪酸を含む。皮膚の
適用が特に望ましい。
【００２４】
　さらに例は、ローディア（Ｒｈｏｄｉａ）社によって供給されるメントールおよびメチ
ルジイソプロピルプロピオンアミド（ＷＳ－２３（商標））等のパーソナルケアまたは身
体の健康、例えばさわやかなおよび／又は脱臭またはデオドラント作用で有利な効果を有
する化合物を含む。
【００２５】
　シリコーン材料は、ゲルまたはエラストマーであってもよい。この材料は、ヒドロシリ
ル化触媒の存在下で、アルケニルシロキシ単位を有するポリ有機シロキサンと、水素化シ
ロキシ単位を有するポリ有機シロキサンとの間のヒドロシリル化反応（重付加）によって
得られる。架橋結合は、一般的に５０℃未満の冷却または低温で行われ、活性分子の完全
性が守られることを可能にする。
【００２６】
　関係するシリコーン材料は、２～６炭素原子を含む反応性アルケニル基、好ましくはケ
イ素に結合したビニルを有するポリ有機シロキサン、ケイ素に結合した水素原子を有する
ポリ有機シロキサン、および白金触媒を含む混合物中で基本的に起こるヒドロシリル化反
応の生成物から通常なる。
【００２７】
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　ゲル処方：米国特許第４０７２６３５号明細書、欧州特許第６９４５１号明細書、欧州
特許第３２２１１８号明細書、欧州特許第５３２３６２号明細書、欧州特許第７３７７２
１号明細書を含む種々の文献中に記載されてきた。
　ゲルは、一般的に標準ＤＩＮ　ＩＳＯ　２１３７で１５０～３５０×１／１０ｍｍの範
囲の貫通値に特徴がある。
【００２８】
　本発明が関係するエラストマーは、標準ＤＩＮ５３５０５で、約５～約３０のショアＡ
硬度を有する冷加硫可能エラストマー（ＲＴＶ）、および約１５～約４０のショア００硬
度を有するものである。当業者は、このタイプの組成物に完全に精通している。
【００２９】
　本発明を実施するために好適なものは、以下を含むゲル組成物である：
　（Ｉ）以下を含む少なくとも１種のポリ有機シロキサンＰＯＳ（Ｉ）：
　　ａ）次式のＭ－タイプ末端シロキシル単位：
　　（Ｒ）２（アルケニル）ＳｉＯ１／２

　　ここで同一かまたは相違するＲ基は、直鎖または分枝鎖のＣ１～Ｃ６アルキル基およ
び／又は置換または非置換アリールであり、該アルケニル基が好ましくは２～６炭素原子
を有し、そしてさらに好ましくはビニルである；
　　ｂ）同一かまたは相違するＤ－タイプシロキシル単位
　　（Ｒ１）２ＳｉＯ２／２

　　ここでＲ１はＲと同じ定義である、
【００３０】
　（ＩＩ）以下を含む少なくとも１種のポリ有機シロキサンＰＯＳ（ＩＩ）：
　　ａ）次式のＭ－タイプ末端シロキシル単位：
　　（Ｈ）ｓ（Ｒ２）ｔＳｉＯ１／２

　　ここで、Ｒ２はＲと同一の定義を有し、ｓは１、２および３の値から選択され、そし
て
　　ｓ＋ｔの合計は３に等しい、
　　ｂ）次式の、同一または相違するＤ－タイプシロキシル単位：
　　（Ｈ）ｕ（Ｒ３）ｖＳｉＯ２／２

　　ここでＲ３はＲと同一の定義を有し、ｕは０および１の値から選択され、ｖは、１お
よび２の値から選択され、そしてｕ＋ｖの合計は２に等しく；
　ＰＯＳ（ＩＩ）の少なくとも一つのＤ単位が、水素原子（ｕ＝１、ｖ＝１）の担体であ
り、そしてｓ＋ｕの合計が２以上である条件を有する；
【００３１】
　（ＩＩＩ）任意選択的に以下を含む“増量剤”としての資格がある少なくとも１種のポ
リ有機シロキサンＰＯＳ（ＩＩＩ）：
　　ａ）次式のＤ－タイプシロキシル単位：
　　（Ｒ５）２ＳｉＯ２／２；
　　ここでＲ５はＲと同一の定義を有し；
　　ｂ）次式のＭ－タイプ末端シロキシル単位：
　　（Ｈ）ｗ（Ｒ４）ｘＳｉＯ１／２

　　ここでＲ４はＲと同一の定義を有し、ｗは、１、２および３の値から選択され、ｘは
、０、１および２の値から選択され、そして、
　　ｗ＋ｘの合計が３に等しい；
【００３２】
　（ＩＶ）任意選択的に、特にＰＯＳ（Ｉ）ための希釈剤として使用されてもよい、少な
くとも１種のポリ有機シロキサンＰＯＳ（ＩＶ）、そして次式のＭ－タイプ末端シロキシ
ル単位を含む：
　　（Ｒ６）３ＳｉＯ１／２

　　および次式のＤ－タイプシロキシル単位：
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　　（Ｒ７）２ＳｉＯ２／２

　　ここで同一または相違するＲ６、Ｒ７は、Ｒと同一の定義を有する；
【００３３】
　（Ｖ）効果的な量の、好ましくは白金タイプのヒドロシリル化触媒（Ｖ）。
　ポリ有機シロキサンＰＯＳ（Ｉ）、ＰＯＳ（ＩＩ）およびＰＯＳ（ＩＩＩ）の比率は、
架橋結合工程中にゲルを得るためにそれ自体公知であるとして選択される。
【００３４】
　実際には、ＰＯＳ（Ｉ）の最も直ちに使用される形は、ポリジメチルシロキサンα、ω
－（ジメチルビニルシロキシ）である。ＰＯＳ（Ｉ）のそうした形は、商業的に入手可能
（例えば、ローディア社のロドーシル（ＲＨＯＤＯＲＳＩＬ：商標）６２０Ｖ）である。
　ＰＯＳ（ＩＩ）は、鎖中に分散されたおよび／又は鎖の末端にある（ｕ＝１または２）
Ｈ－Ｓｉ単位を含んでもよい。好ましくは、これらの単位は、鎖中および鎖末端の両方に
位置する。
【００３５】
　ＰＯＳ（ＩＩ）のＤ単位ために上記に与えられた式のｕおよびｖの組み合わせによって
許されるほど多くのものを除外しないが、好ましくはＰＯＳ（ＩＩ）の形で２つの異なる
タイプのＤ単位がある。
【００３６】
　ＰＯＳ（ＩＩ）の例は、以下を含む：
　ポリ（ジメチルシロキシ）（シロキシメチル水素）α、ω（ジメチル水素化シロキシ）
。
　ＰＯＳ（ＩＩ）のこれらの形は、例えば、ローディア社からロドーシル（商標）６２６
Ｖ３００Ｈ１．７等の市販されている製品であり、そしてそれらの両構造およびそれらの
合成に関する技術上の文献中に広く開示されてきた。
【００３７】
　増量剤（ＩＩＩ）は、有利なことにその末端シロキシル単位Ｍ上だけにＨ－Ｓｉ単位を
有するポリ有機シロキサン（ＰＯＳ）である。その粘度は、例えばＰＯＳ（ＩＩ）の粘度
と同じ程度で、好ましくはＰＯＳ（Ｉ）の粘度よりはるかに低い。
【００３８】
　ＰＯＳ（ＩＩＩ）の実際例は、以下を含む：
　ポリ（ジメチルシロキシ）α、ω（ジメチル水素化シロキシ）。
　本発明の組成物中に使用できるＰＯＳ（ＩＩＩ）の調製ために構造および工程は、以前
の技術文献によって広く具体的に説明される。ＰＯＳ（ＩＩＩ）として使用可能な市販さ
れている製品の例は、ローディア社からのロドーシル（商標）６２０Ｈ２を含む。
【００３９】
　本発明の任意選択的しかしとは言っても好都合の条件に従って、ＰＯＳ（Ｉ）は、置換
基Ｒ６およびＲ７が好ましくはＰＯＳ（Ｉ）の置換基ＲおよびＲ１と同じタイプであるＭ
およびＤ単位を含むＰＯＳ（ＩＶ）を使用して希釈される。さらに好ましくは、Ｒ６＝Ｒ
７＝Ｒ＝Ｒ１＝ＣＨ３である。例えば、このＰＯＳ（ＩＶ）は、ポリジメチルシロキサン
、コ（トリメチルシロキシ）オイルからなる。このタイプのＰＯＳは、容易に商業的に入
手可能である、例えばロドーシル（商標）４７Ｖ１００の名称でローディア社から販売さ
れている製品である。希釈剤ＰＯＳ（ＩＶ）は明らかにＰＯＳ（Ｉ）の性質の関数として
選択され、そしてＰＯＳ（ＩＶ）は、定義によりＰＯＳ（Ｉ）より低粘度であることが明
らかである。従って、本発明の好ましい特徴に従って、組成物は、少なくとも基本的に直
鎖構造およびＰＯＳ（Ｉ）より高くない動粘度、ＰＯＳ（Ｉ）の粘度より好ましくは少な
くとも２０倍高くない、そしてさらに好ましくは５倍までも高くない動粘度を有するＰＯ
Ｓ（ＩＶ）を含む。
【００４０】
　明らかに、組成物のそれぞれのＰＯＳ（Ｉ）～（ＩＩＩ）中に存在するアルケニルおよ
びＨ－Ｓｉ基の比率は重要である。限定されない具体的な説明を以下に与える：
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　－ＰＯＳ（Ｉ）：Ｖｉは、０．０１～１０重量％、好ましくは０．０５～１重量％の比
率およびさらに好ましくは約０．１重量％の比率でも存在する；
　－ＰＯＳ（ＩＩ）：Ｈ－Ｓｉ０．０１～１０重量％、好ましくは０．１～１．５重量％
の比率そしてさらに好ましくは約０．７重量％の比率でも存在する；
　－ＰＯＳ（ＩＩＩ）：Ｈ－Ｓｉ中に存在する０．０１～１０重量％、好ましくは０．０
５～１重量％の比率そしてさらに好ましくは約０．２重量％の比率でも存在する。
【００４１】
　触媒（Ｖ）は、本発明に従う組成物のもう一つの重要な要素である。好ましくは白金の
有機金属性錯体あるいは白金ベースの触媒の一つは、伝統的にＳｉＨ基とＳｉＶｉ基と間
のヒドロシリル化反応を触媒するために使用される。例は、黒色白金、クロロ白金酸、ア
ルコールによってクロロ白金酸改質されたオレフィン、アルデヒド、ビニルシロキサンま
たはアセチレンアルコールとクロロ白金酸の錯体を含む。米国特許第２８２３２１８号明
細書は、クロロ白金酸タイプヒドロシリル化触媒を開示し、そして米国特許第３４１９５
９３号明細書は、ビニルシロキサンタイプのクロロ白金酸および有機ケイ素錯体によって
生成される触媒に関する。ヒドロシリル化触媒として使用できる白金および炭化水素錯体
は、米国特許第３１５９６０１号明細書および第３１５９６６２号明細書により開示され
る。米国特許第３７２３４９７号明細書は、白金アセチルアセトネートを記載し、そして
米国特許第３２２０９７２号明細書は、白金アルコラート白金ベースの触媒に関する。
【００４２】
　使用するための触媒的に効果的な量に関して、問題になっている該分野中の当業者は、
架橋結合を促進するために最適な量の触媒を完全に決定することができることは明らかで
ある。特に、この実体は、問題になっている触媒の性質およびＰＯＳの形による。議論の
ために、ＰＯＳ（Ｉ）の１００重量部当たり０．１～４０ｐｐｍ（例えば、１５ｐｐｍ）
であろうと明記してもよい。
【００４３】
　ＰＯＳ（Ｉ）～（ＩＶ）の他の有益な特徴を先に進めるために、それらが、有利なこと
に実質的に直鎖構造を有すると明記してもよい。
【００４４】
　本発明に従う組成物のＰＯＳの粘度は、特にこの組成物の取り扱いの容易性、およびこ
の組成物の架橋結合によって手に入るゲルの粘弾性特性に関して、さらに検討すべきパラ
メーターである。
【００４５】
　この点および好都合な本発明の提供に従って、ＰＯＳ（Ｉ）は、実質的に直鎖であり、
そして５００、０００ｍＰａ・ｓ以下、好ましくは１、０００～２００、０００ｍＰａ・
ｓの動粘度を有し；
　および／又はＰＯＳ（ＩＩ）は、実質的に直鎖であり、そして１００、０００ｍＰａ・
ｓ以下、好ましくは１、０００ｍＰａ・ｓ以下、そしてさらに好ましくは１０～１００ｍ
Ｐａ・ｓまでもの動粘度を有し；
　および／又はＰＯＳ（ＩＩＩ）は、実質的に直鎖であり、そして１００、０００ｍＰａ
・ｓ未満、好ましくは１、０００ｍＰａ・ｓ未満、そしてさらに好ましくは１０～１００
ｍＰａ・ｓまでもの動粘度を有する。
【００４６】
　実際には、本発明の好ましい態様に従う組成物は、以下の特徴を有してもよい：
　　ＰＯＳ（Ｉ）は、０．２～１重量％までのＭ単位、（ここでＲ＝ＣＨ３、アルケニル
＝ビニル、ｍ＝２およびｎ＝１）、およびまた０．９～０．９８重量％までＤ単位（ここ
でＲ１＝ＣＨ３、ｐ＝２およびｑ＝０）を含み；
　　ＰＯＳ（ＩＩ）は、４～６重量％までのＭ単位（Ｒ２＝ＣＨ３、ｓ＝１およびｔ＝２
）、および１２～１８重量％までのＤ単位（ここでＲ３＝ＣＨ３またはＨ、ｖ＝２および
ｎ＝０）を含み；
　　ＰＯＳ（ＩＩＩ）は、８～１０重量％までのＭ単位（ここでＲ４＝ＣＨ３、ｗ＝１お
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よびｘ＝２）、および８０～９２重量％までのＤ単位（ここでＲ５＝ＣＨ３）を含み；
【００４７】
　そしてそこで希釈剤ＰＯＳ（ＩＶ）が与えられ、その単位ＭおよびＤは、それぞれＲ６

＝Ｒ７＝ＣＨ３を含み、そして約１０～８０重量％まで存在する、希釈剤（ＩＶ）は、混
合物ＰＯＳ（Ｉ）＋（ＩＶ）を基準として、好ましくは５０重量％未満、好ましくは４０
重量％未満、そしてさらに好ましくは５～２０％までもの量で存在する。
【００４８】
　シリコーン材料の組成物は、可塑剤およびまた皮膚の移送加速剤または吸着促進剤等の
他の成分も含んでもよく、皮膚を通した活性成分の拡散を促進する。これらの生成物は、
通常、任意選択的にオキシエチレン化した、脂肪酸、脂肪酸エステル、脂肪アルコール、
プロピレングリコールの脂肪誘導体、エチレングリコールの脂肪誘導体、テルペンの脂肪
誘導体の郡に属する。さらに例は、充分に公知の拡散促進剤であるエチレングリコールモ
ノエチルエーテル（例えばトランスクトール（Ｔｒａｎｓｃｕｔｏｌ：商標））を含む。
【００４９】
　本発明は、本発明に従う材料を取り込むか、材料からなる任意の品物にも関する。
【００５０】
　この品物は、化粧品（化粧品用途ための分子）または製薬（生物学的または薬剤的活性
分子、特に皮膚科での）用途ために皮膚または組織と接触して配置される、パッチ、好ま
しくは接着パッチであってもよい。
【００５１】
　特別な配置に従って、パッチは、活性分子を含み、適用を可能にする支持体の上に配置
される本発明に従う材料を含む。材料は、支持体上での堆積および保護フィルムによって
任意選択的に保護される、０．数ミリメートル厚であるフィルムの形の中に存在してもよ
い。
【００５２】
　この品物は、強いが、そこを通して活性分子が通過および拡散可能である材料でできた
膜またはフィルムで形成された、材料を取り囲むポケットまたはその同類のものであって
も良い。膜またはフィルムは、例えば、ポリウレタンベースであってもよい。
【００５３】
　任意選択的にポケットまたはその同類のものに包装されている本発明に従う材料は、靴
、膝当て、衣類、スポーツのまたは身体上保護品、およびさらに直接的または間接的に体
の一部と接触する部分で、生き物、特に人間よって着用されることを目的とする、一般的
に任意の品物中の挿入物、任意選択的に緩衝挿入物として使用されてもよく、活性分子の
拡散と関係する特異的性質を同時に有しながら、パーソナルまたは化粧品ケアー、例えば
メントール、発汗抑制剤、香水、デオドラントためのタイプの分子である。本発明は、そ
うした挿入物を含むこのタイプの任意の品物にも関する。
【００５４】
　同じ形で、織物または不織繊維製品物品に、本発明に従う材料を含浸させることも考え
られ、材料は、それらの架橋結合前に繊維製品上に堆積される。材料は、堆積（例えば、
１００μｍ～数ｍｍの範囲の層）され、そして架橋結合によってこのタイプの繊維製品に
固定されていてもよい。本発明は、この様に処理された繊維製品およびそうした繊維製品
を含有する任意の物品に関する。
【００５５】
　材料の調製に関して、周囲温度で、または活性分子および適合剤を破壊しそうでない温
度で加熱後に、組成物が架橋されることを明らかにしてもよい。
【００５６】
　本発明は、限定されない例による態様を参照して今まで以上に詳しく記載されるであろ
う。
【実施例】
【００５７】
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　本願中で以下に記載された操作のモードに従って、メントールをミリスチン酸イソプロ
ピル中でもしくはＤ５中でまたはこれらの２つの溶媒の混合物中で可溶化した。そして、
これらの溶液を、ゲルの部分ＡおよびＢの混合物中に導入する。
【００５８】
　２．１．使用された生成物
　・メントール：メルク社
　・溶媒：ペンタジメチルシロキサン［Ｄ５］＝供給業者ローディアシリコーン社
　　　　　ミリスチン酸イソプロピル［ＩＰＭ］＝供給業者メルクシュカード（Ｓｃｈｕ
ｃｈａｒｄｔ）社
・シリコーンゲル：周囲温度において、白金触媒の存在下で重付加反応で架橋する２成分
の生成物に相当するこれらのテストを行うために選択されたゲル。これらの処方の一つは
、他がそうしたオイルを含まない一方で、可塑剤として作用する非反応性オイルを含む。
これらの２つの処方の部分ＡおよびＢの組成物を表１中に示す。
【００５９】
　表１：シリコーンゲル処方の組成物
【表１】

　＊使用したゲルの部分ＡおよびＢの参照
【００６０】
　以下の構造に相当する成分：
　オイル１：鎖末端に位置するＳｉ－ＣＨ＝ＣＨ２基を有する、６０、０００ｍＰａ・ｓ
の粘度を有するｐｄｍｓ（ポリジメチルシロキサン）オイル；ＣＨ＝ＣＨ２含有量０．１
重量％で～０．０６；
　オイル２：ＣＨ３ＳｉＨおよびＳｉ（ＣＨ３）２Ｈ基と３００ｍＰａ・ｓの粘度を有す
るｐｄｍｓオイル；Ｈ含有量～０．１７重量％；
　オイル３：鎖末端に位置するＳｉ（ＣＨ３）２Ｈ基と７～１０ｍＰａ・ｓの粘度を有す
るｐｄｍｓオイル；Ｈ含有量～０．１９重量％；
　オイル４：１００ｍＰａ・ｓの粘度を有する反応基のないポリジメチルシロキサンオイ
ル；
　１０％の０の酸化度を有する白金触媒。
【００６１】
　２．２．メントール溶液
　メントール溶液を、３０～５０℃でＤ５またはＩＰＭ中にメントール結晶を溶解するこ
とによって調製した。一旦溶解すると、溶液を周囲温度まで戻し；第２の溶媒を適当であ
れば、この時に加えた。
　使用した溶液の特徴を以下の表２に示す。
【００６２】
　表２：メントール溶液の参照および組成物：重量％。
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【表２】

【００６３】
３．　メントールパッチ
　パッチを調製するために使用した種々の成分の混合物を、周囲温度で以下のように得た
：
　それぞれのゲル処方の部分ＡおよびＢを、１部のＢに対して１部のＡの比率で手を使っ
てスパチュラで混合した；
　　種々の量の溶液および溶媒を計量して、そして再び手で混合した結果として先の混合
物に導入した；
　　混合物を調製した際に、導入した空気の泡を除くために混合物の次にガス抜きをした
。軽い真空下で処理を行うことによって脱気した。
【００６４】
　調製されるや否や、混合物をペトリ皿またはポリエチレン箱内に注いだ。架橋結合を周
囲温度で１２～２４時間かけて行った。
　このモードの操作を使用して調製したパッチの特徴を、表３に示す。
【００６５】
　表３：メントールパッチの特徴
【表３】

【００６６】
　調製後２４時間で、パッチは透明であった；それらは、また皮膚、ガラス、および可塑
性材料に自己接着し、そしてその特定の臭いにより検出可能なメントールを放出した。
　これらの特徴が長い間維持された。～２０から２３℃で空気と接触させ、メントール臭
は、一週間以上後でも依然感知された。それらの自己接着および透明性も維持された。
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【００６７】
　当然のことながら、請求項によって規定される本発明は、先の記載に示された具体的な
実施例に限定されず、本発明の範囲および精神のいずれからも離れることなくそれらの変
化を含むことが理解される。
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